
平成２８年度

学校評価結果報告

徳島県立川島中学校

◆はじめに◆

本校では平成２８年度当初に作成しました「学校評価計画」に基づき，教育活動を進めてまいりましたが，このたび，その評価結果をまとめましたので報告いたします。
評価にあたりましては，１月に実施しました「学校評価アンケート」などを通じ，多くの貴重な御意見御感想をお寄せいただき，誠にありがとうございました。アンケート結果は

３月にとりまとめ，全教職員で検討し，関係者評価委員会を経て，教育活動の課題などを明らかにし，平成２９年度の学校運営，教育方針，重点課題の設定などに活用させていただ
いております。
今後とも，こうした学校評価結果を踏まえ，教育活動の充実・発展に努めてまいりますので，引き続き御理解と御協力をいただきますようお願いいたします。

平成２８年度

学校評価 総括評価表



平成２８年度 徳島県立川島中学校 学校評価についての総括評価表（１）

重点課題 重点目標 評価指標と活動計画 評 価 学校関係者の意見 次年度への課題

評価指標 評価指標による達成度 総合評価 ○６年間を見通した特 ○前年度同様，数

色ある教育を行って 学の先取り学習に

(1)中高一貫教育を活か ①学校運営面での中高 ①中高合同の教育課程検討会や教科 ①中高一貫教育推進委員会を年６回，また中高 （評定） いると，生徒や保護 関する課題はあっ

した系統的な指導体 連携の促進に努め， 会を定期的に開催し，生徒の現状 合同の教科会・授業研究会を２回実施した。 者の約９割から指示 たが，中高一貫教

制の確立 異年齢集団における に応じた教育活動を検討する。 B されている。中高合 育推進委員会等に

社会性の育成を進め 同の教科会・授業研 おいて検討し，続

る。 ②儀式的行事や体育祭・文化祭だけ ②例年通り，入学式などの儀式的行事や体育祭 究会を年２回行った き継続して先取り

でなく，必要に応じて行事等を中 ・文化祭を行い，アンケート結果から，保護 り，高校生が中３生 学習を実践した結

高合同で実施する。 者・教職員のそれぞれ 90 ％（前年度 90 ％）・ に学習指導したり， 果，先取りによる

100 ％が，高校生との理解を深めるのに有効 （所見） 先取り学習の実施は 効果が得られたと

と回答している。ただし生徒の数値が 78％（前 生徒・保護者のア 大切である。 考える。特に昨年

年度 82 ％）と減少しており，今後の行事のあ ンケート結果では， 度の「言語活動の

り方について検討も必要である。 全体の９割近くが， 充実に関する実践

③特別活動などで，学年をまたがっ 本校の中高一貫教育 ○数学の先取り学習や 研究指定」もあり，

ての活動を取り入れる。 ③アンケート結果から生徒の 95 ％（前年度 95 について肯定的であ 中高生が共に参加す 従来のＳＡに加え，

％）が，６年間を見通した特色ある教育を行 る。特に生徒・保護 る学校行事などによ 高校生による中学

っていると回答しているが，保護者は 90％（前 者とも高い割合を保 り確立されつつある ３年生の学習指導

年度 95 ％），職員は 87%（前年度 92%）とそ っているが，児童数 と思うが，目指す学 など，異年齢間の

の割合が下がっている。これは「しっかりし の減少に伴い志願者 校像，教育の目標（学 交流が促進されて

②６年間の計画的・継 た学力をつけられる」の項目でも同様の傾向 数も減少傾向にある 力，進路の目標）を おり，今後も継続

続的な教育の研究を が見られ，次年度に向けた対策を講じる必要 現状がある。また志 もっと明確に示して して取組を深めた。

進め，中高の一貫性 があると考えられる。 願者の学力は開校当 はどうか。 また，高校への

を促進する。 初に比べ下がってき 進学に関しては，
ており，これまでの ○中学入学時から可能 より一層中高一貫

ような学校目標だけ な範囲で将来に向け 教育の理解を得る

活動計画 活動計画の実施状況 でなく，現在の生徒 ての夢を持つように ように努める。

の層に合わせた対策 する。それが実現し 一方で，生徒の
①併設高校と連携し，教科会を通し ①中高一貫教育推進委員会を年６回実施し，一 が必要である。また なくても，ワンラン 現状に合わせて，

て生徒の現状に応じた６年間のシ 貫教育における懸案等を話し合った。特に本 今後に向け，より具 ク上の夢を持つこと 本校の取組を変え

ラバスづくりをする。 年度は，中高合同の教科会の他，授業研究会 体的に本校の目指す は大事なことだと思 ていく必要性もあ

を実施し，互いの授業参観における感想やア 学校像を明確にし， う。 ると考える。

クティブラーニングについての話し合いを行 生徒・保護者に伝え 本校の目指す学

②中学生・高校生がともに参加する った。 ていくことが必要で 校像をこれまで以

共通の学校行事を設定し，積極的 ある。 上に明確にし，生

な参加を促す。 ②例年通りに入学式，対面式，身体計測，始業 今年度も，数学の 徒・保護者に伝え

式・終業式（学期ごと），全校集会（毎月）， 先取り学習などの特 ていくことが必要

文化祭・体育祭，人権教育講演会，芸術鑑賞 色ある取り組みに加 である。

③生活オリエンテーションや球技大 会等を中高合同で行った。 え，高校生と中３生

会など，学年の枠を越えた活動を が学習面で交流する

実施する。 ③昨年度に引き続き，高校生による中３生への など今後につながる

学習指導が行われた。 試 み も 行 わ れ て お

り，継続して取り組

んでいきたい。



平成２８年度 徳島県立川島中学校 学校評価についての総括評価表（２）

重点課題 重点目標 評価指標と活動計画 評 価 学校関係者の意見 次年度への課題

評価指標 評価指標による達成度 総合評価 ○質問タイムや補充学 ○教員は，アクティ

習が生徒･保護者か ブ・ラーニングの

(2) 確かな学力の充実と ①個別面談の充実や， ①「自分の考えを他の人に説明した アンケート結果 〈評定〉 ら９割近く評価され 手法を取り入れた

指導力の向上 朝の学習，家庭学習 り，文章に書いたりすることが得 ① 1 年生 39 ％，2 年生 24 ％，3 年生 30 ％の生 ているが，塾などが 授業のいっそうの

など自主学習の促進 意である」と回答する生徒の割合 徒が，「自分の考えを他の人に説明したり， あるためか家庭学習 推進・継続を図り ,
に努める。 が 50％以上。 文章に書いたりすることが得意である」と回 B 時間が２時間以下の 生徒の主体的・協

答している。 生 徒 の 割 合 が 大 き 働的な学びを重視

②高校教員や中学校教員による授業 ②大多数の教員が，２回以上見学した。 い。自ら調べたり質 し，授業力の向上

を１人２回以上見学し，授業力の ③ 1 年生 61 ％，2 年生 71 ％，3 年生 67 ％の生 問 し た り す る こ と に努める。

向上を図る。 徒が，「わからないことや疑問に思うことは， （所見） が，家庭学習の安定 ○「質問タイム」や

自ら調べたり教員に質問したりしている」と 教員の 93 ％が， に 結 び つ い て ほ し 「補充学習」に対

③わからないことや疑問に思うこと 回答している。 言語活動の充実を図 い。 する生徒・保護者

は，自ら調べたり教員に質問した ④１年生 21 ％，２年生 31 ％，３年生 25 ％の生 り，授業の工夫・改 のニーズに応える

りしている生徒の割合が 80 ％以 徒が，毎日の家庭学習時間が２時間以上と回 善を行っている。ま ○読書は必要と考える ため，より効果的

上。 答している。 た，大多数の教員が が，家庭ではテレビ な実施方法を考え

④毎日の家庭学習時間が 2 時間以上 ⑤１年生 49 ％，２年生 47 ％，３年生 46 ％の生 授業見学を行い，授 や漫画，ゲームに時 る。

②学力向上を図る研修 をめざす。 徒が，年間読書冊数が５冊以上と回答してい 業力の向上に努めて 間を使っている。文 ○家庭学習の習慣を

の充実や，授業の創 る。 いる。しかし，取組 字に親しむ習慣をつ 身につけるために ,
意工夫に努める。 ⑤読書の推進に努め，年間読書冊数 み方に教員間の個人 けたいと思う。 決まった時間に決

を一人５冊以上。 差があるのは否めな まった場所で学習

い。また，毎日の家 ○家庭での学習時間の に取組む方法等を

庭学習時間２時間の 確保はなかなかむず 推進する。

活動計画 活動計画の実施状況 目標は，生徒の 26 かしいところはある また，携帯電話や

％ に と ど ま っ て お と思うが毎日続ける インターネットの

①指導方法の工夫，改善のための研 アンケート結果 り，改善指導が必要 ことが大事なことな 使用と使用時間に

究授業及び授業見学を実施する。 ① 93 ％の教員が，授業で「根拠を明確にして説 である。 ので，いきなり２時 も問題が多く，学

また，全ての教科の授業で，根拠 明したり，伝え合ったりするためにホワイト 定期テスト前に行 間というのでなく毎 習への弊害があ

を明確にして説明したり，伝え合 ボードを活用する場面を設定し，言語活動の われる「質問タイム」 日最低でも１時間は る。これらは，家

ったりするためにホワイトボード 充実を図っている」と回答している。また， や「補充学習」は学 必ずして，順次に時 庭との連携を取り

を活用する場面を設定し，言語活 86 ％の生徒が，「わかりやすく授業が工夫さ 力向上に役立ってい 間 数 を 増 や し て い ながら推進・改善

動の充実を図る。 れている」と回答している。研修の実施や， ると回答した生徒は く。至誠ノートを毎 したいと考える。

授業の工夫が「学びの力」につながっている。 87 ％，保護者 88 ％ 日の学習に役立てる ○本校生徒は，読書

②効果的な「質問タイム」や「補充 であるが，教員は 80 のはいいことだと思 の楽しさや喜びを

学習」を実施し，個々の生徒の力 ② 87％の生徒・88％の保護者・80％の教員が， ％ に と ど ま っ て お う。 感じており決して

を伸ばす。 「質問タイムや補充学習は学力向上に役立っ り，教員は何らかの 「読書離れ」はし

ている」と回答している。 改善の必要性を考え ていないと考え

③主体的な学びの力を育成するため ている。 る。今後は，読書

に ,家庭学習の習慣づけと自主学習 ③ 87％の生徒が「至誠ノート」を提出しており， 真面目な生徒が多 の啓発を図ること

ノート「至誠ノート」を工夫・充 家庭学習の習慣は身に着いている。 く「至誠ノート」の で目標を達成した

実させる指導を図る。 提出率は高いが，主 いと考えている。

④朝の学習の時間に「読書の時間」を設定する 体的な家庭学習のた また，身近な教室

④読書活動を推進し，表現力と幅広 ことで，読書活動を推進した。 めに役立てているか の学級文庫の図書

い視野を育成する。 は十分でないと考え を増やしたり，良

⑤１年生は YMCA 体験学習，２年生は藍染め体 る。 書を購入したりし

⑤体験的な活動を計画的に実施する 験・識字学級生との交流学習，３年生は大学 読書冊数の達成率 たい。

とともに，外部との連携を積極的 視察を実施した。オーストラリア・パースか は，昨年に比べると

に取り入れることで社会性を育て， ら生徒が来校し，１年生は剣道，２年生は阿 1，2 年生が大きく低
問題を解決する能力を養う。 波文化，３年生は茶道を紹介し交流を図った。 下している。

また，オーストラリア・パース また，台湾から修学旅行生が来校し，交流を 体験活動は本校の

の生徒との交流学習や国際性を高 図った。 柱であるため，今後

める活動を実施することで，言語 も推し進めたい。

能力の育成と個々の進路実現に役

立てる。



平成２８年度 徳島県立川島中学校 学校評価についての総括評価表（３）

重点課題 重点目標 評価指標と活動計画 評 価 学校関係者の意見 次年度への課題

評価指標 評価指標による達成度 総合評価 ○キャリア教育や様々 ○進路指導体制の確

な体験活動が進路の 立をはかり，１学

(3) 生徒の能力・適性に ①進路指導プログラム ①「質問タイム，補充学習（全学年）， アンケート結果 （評定） 選択に役立っている 年から計画的に進

応じた進路の実現 の改善・充実を図り， スペシャルアプローチ（3 学年対象） ①生徒の 87 ％，保護者の 86 ％が質問タイム・ と生徒，保護者の９ 路指導を行うとと

進路達成意欲を高め は役に立っている」と思う生徒の割 補充学習，スペシャルアプローチが有効であ 割近くに評価されて もに，高校との効

る。 合，75％以上をめざす。 ると回答した。 B いる。これは６年間 果的な連携をはか

を見通しながら連携 る。

して教育を行ってい

②６年間を見通したキャリア教育を実 ②生徒の 89 ％，保護者の 88 ％がキャリア教育 る成果である。「よ ○総合的な学習の時

施するとともに，それぞれの発達段 や様々な体験活動が進路の選択に役立ってい （所見） うこそ先輩」は意識 間・体験活動につ

階に応じたさまざまな体験活動を実施 ると回答した。 ほとんどの項目で 高 揚 の 効 果 大 で あ いては，これまで

する。 昨年度と数値はほぼ る。 同様，６年間を見

同等であり，本校の 通しながら，生徒

②三者面談・年次ＰＴ 進路指導におおむね ○高校生や高校教師と の実態に沿った内

Ａなどにより保護者 ③「進学説明会」 ,卒業生を迎えての授 ③生徒 85 ％，保護者 83 ％が高校からの進路説 理解をいただいてい の交流から高校卒業 容で柔軟にプログ

との連携強化に努め 業「ようこそ先輩」の実施を通して， 明会や，併設高校に在籍する高校生と語り合 ると思われる。特に 後の目標を考えさせ ラムを組むことが

る。 高校教育への理解を深め ,今後の進路 う機会「ようこそ先輩」が進路の選択に役立 様々な体験活動にお る活動を継続してほ 重要である。

指導につなげる。 っていると回答した。 いては生徒・保護者 しい。

ともに高い数値が見 ○併設高校に在籍す

られる。質問タイム ○中高一貫校のメリッ る高校生と語り合

・補充学習について トを生かして６年間 う機会は，高校か

活動計画 活動計画の実施状況 は，生徒の数値が昨 を通しての教育をす らの説明をより具

年度よりも下がって る。個々の能力に応 体的に示すものと

①質問タイム，補充学習（全学年），ス ①質問タイム，補充学習を定期テストに合わせ いるものの，保護者 じて，生徒と担任の して好評であり ,
ペシャルアプローチ（3 学年対象）を て年５回実施した。また ,夏季休業日(８回）・ の数値はあがってお 間で相談の上個々に 今後も継続して実

実施する。 冬季休業日（３回）の質問タイムを実施した。 り，目標に近いもの 応じた学習を展開す 施したい。

また例年通り，高校へのスムーズな移行を図 であった。 る。

るため，10 月以降に週２回のスペシャルアプ また，高校説明会

ローチを実施した。 は，数値をみると昨

年度より若干さがっ

てはいるが，生徒・

②６年後の目標を持たせる「キャリア ②１年生は，総合的な学習の時間で体験学習を 保護者ともに好評で

教育」を実施する。 実施した。２年生は，ものづくり体験，職業 あった。高校体験入

体験などを実施した。３年生は将来の進路に 学・先輩の話も定着

ついて学習した。生徒に，これからの自分の してきており，中学

進路を具体的に考える機会となった。 生にとって高校生活

や進路について考え

るよい機会となって

③アンケートにも見られるように，高校体験入 いる。

学や高校の先生・先輩の話は，高校生活をよ

り具体的にとらえることができ ,大変好評で
あった。また３年生への説明を１学期に，２

年生への説明を２学期に実施した。

④三者面談(７月)，二者面談（４月，１２月）

を実施した。その他必要に応じて適宜家庭訪

問を実施した。



平成２８年度 徳島県立川島中学校 学校評価についての総括評価表（４）

重点課題 重点目標 評価指標と活動計画 評 価 学校関係者の意見 次年度への課題

評価指標 評価指標による達成度 総合評価 ○全国的にメールやラ ○全項目について指
インを利用した様々 導の徹底を図るが ,

(4)基本的生活習慣の確 ①生徒一人一人の自覚 ①校則や交通ルールの遵守をめざす。 ①アンケート結果 （評定） な問題が発生してい 特にあいさつの励
立を図る生徒指導の徹 を促し，基本的生活 特に登下校時の交通事故ゼロに努める。 校則 ,交通ルールに関して生徒 93 ％(昨年 93 る。講演会等で専門 行については校外
底 習慣を身につけさせ ％)保護者 95 ％(昨年 95 ％)が守れていると回 B 家からのお話も継続 での登校 ,下校時

る｡ 答。安全意識は高いが事故は起きている。 していただくととも についても呼びか
に，生徒の小さな変 けをして 100 ％の

②あいさつの励行，90％以上をめざす。 ②アンケート結果 化を見逃さず，対応 実施につなげた
生徒 67 ％(昨年 76 ％)，保護者 88 ％(昨年 88 （所見） をお願いしたい。 い。
％)があいさつをよくしていると回答。生徒 自転車運転中の自
回答の数値が昨年度を 9％下回っている。 損事故や交通事故が ○家庭と密接に連携

③携帯電話の安全教育について充実を 毎年発生している。 ○スマートフォンによ し，安全で安心し
②あらゆる教育活動を 図り ,マナー向上や不正使用の問題解決 ③携帯電話に関しては ,生徒 91 ％(昨年 88 ％),保 交通事故は幸いにも るメールやライン， て生活できる学校
とおして，きめ細や を推進する。 護者 82 ％(昨年 82 ％)が正しく使用している 重大な事故には至っ 近年巧妙になってい づくりを推進して
かな生徒指導を行い と回答した。使用に関して危機感が感じられ ていないが交通ルー る有害サイトへの対 いく必要がある。
いじめ防止等の取り ない。 ルやヘルメット着用 策を引き続き学校に
組みに努める。 の 指 導 を 徹 底 し た お い て も し て ほ し ○問題行動には携帯

④いじめ防止，早期発見に努め，問題 ④アンケートや｢至誠ノート｣を始め普段の生活 い。 い。被害の内容など 電話やスマートフ
の背景や環境要因も考慮し適切な解決 状況等を通して担任が注意深く観察し ,いじめ 携帯電話やスマー も紹介して強い指導 ォンを使用したメ

に努める。 早期発見に努める。また ,校則違反や問題行動 トフォンの所持に教 の継続。 ールのやりとりが

等が見受けられた場合，速やかに保護者に連 員は危機感を持って 関係している場合

絡を取り，面談の場を持った。 いる。メールやライ ○どの学校にもいえる が多い。そこで，

交通事故防止等を集会等で指導するほか ,登下 ンを遊びに利用し , ことですが，自転車 外部機関を利用し

校時立哨指導を実施した。 様々な問題が発生し 運転時の事故が多発 た携帯電話安全教

ている。また，JR 車 しています。交通マ 室のより一層の充

活動計画 活動計画の実施状況 中での使用（ゲーム ナーや規則について 実を図り，トラブ

を含む）が増加傾向 も学校で指導をお願 ル防止の徹底をし

①社会や学校のルールやマナーを守り， ①入学者説明会等で，生徒や保護者へ校則の周 にある。これは学校 いします。 たい。

お互いが気持ちよく安全な生活が送 知徹底を図った。さらに同日 ,県警ｻﾎﾟｰﾄｾﾝﾀｰ の指導だけでなく , また ,定期的に
れるようにする。また，自転車通学 による携帯電話使用の講演を実施した。 保護者の協力が不可 アンケート等を実

生のヘルメット着用や並進等を指導 新入生へのオリエンテーションの実施 欠である。中学生集 施して生徒の生活

し，登下校時の事故やけがの防止に 毎月の指導週間の実施 会や ,学年集会を利 状況を把握し，い

努める。 ＪＲ乗車指導の実施・JR 山川駅駐輪場使用状 用して，自己肯定感 じめ等の問題行動

況調査 や生命の大切さにつ を 未 然 に 防 ぎ た

全校集会後の中学生集会の実施 いて指導した。また , い。

②生徒相互，教職員，来客者に対する 常時指導の徹底 おもしろ半分に勝手

あいさつを徹底させる。特に全校集 に写真や動画を掲載

会等で生徒会本部役員とタイアップ ②全校集会後の中学校集会の実施 することは許される

してあいさつ運動を推進する。 交通講話の年１回 行為ではなく ,人権
今年度より犯罪被害者による講演会を実施 侵害やいじめ等 ,重

③外部講師による講話や講習会を毎学 自転車点検の実施 大な事件につながる

期に実施し，トラブル防止を推進す 恐れがあることを指

る。 ③生徒会によるあいさつ運動の実施 導した｡ さらに規範

・喫煙 ,飲酒 ,薬物乱用防止教室 毎月の指導週間の実施 意識についても指導

・携帯電話安全教室 外部講師による安全教室の実施 してゆきたい。

常時指導の徹底

④生徒指導委員会やいじめ防止対策委

員会機能を活性化し，携帯電話の不 ④喫煙，飲酒 ,薬物乱用防止教室の実施
正使用やいじめ予防教育の推進に努 携帯電話安全教室の実施

める。 薬物乱用防止街頭ヤングキャンペーン参加

非行防止作文 ,ポスター及び飲酒防止ポスタ
ー作成



平成２８年度 徳島県立川島中学校 学校評価についての総括評価表（５）

重点課題 重点目標 評価指標と活動計画 評 価 学校関係者の意見 次年度への課題

評価指標 評価指標による達成度 総合評価 ○「人権尊重社会の実 ○生徒一人一人とじ
現を図るために・・ っくり向き合いな

(5) 人権尊重の精神の涵 ①人権教育指導計画の ①｢本校の人権学習の内容は適切であり , ①アンケート結果 （評定） ・」と題して吉野川 がら，人権教育の
養を図る人権教育の 推進と，“あわ”人権 人権教育は充実している。」と思う生 生徒 88 ％，保護者 77 ％が，「生徒は人権学習 市中学校教育研究大 土台である人間関
推進 学習ハンドブックを 徒の割合，90％以上をめざす。 に積極的に取り組んでいる。」と回答。 Ｂ 会が開催され，日頃 係づくり・仲間づ

活用するとともに人 ②｢人権の大切さを学び，それを日常生 ②アンケート結果 の取組の一端を見せ くりをこれからも
権問題を解決できる 活に活かそうとしている。」と思う生 生徒 84 ％，保護者 76 ％が，「生徒は人権につ ていただき，人権意 継続的に行ってい
生徒の育成に努める。 徒の割合，90％以上をめざす。 いて学習したことを日常生活に活かそうとし （所見） 識の高揚に取り組ま きたい。すべての

③｢人権を大切にする教育活動が行われ ている。」と回答。 本校は，多くの小 れる熱意が伝わって 教育活動の中で，
ている。」と思う保護者の割合，90 ％ ③アンケート結果 学校から入学してき きました。 自分も人も大切に

②人権尊重の意識を高 以上をめざす。 生徒 91 ％，保護者 83 ％が，「本校では人権を ているという実態が し，大切にされる
めるため，創意溢れ 尊重する考え方や態度を育てる教育が行われ あり，人間関係づく 集団をつくってい
る具体的な取組の展 ている。」と回答。 り仲間づくりを大切 ○人権感覚を身につけ く取組を日々続け
開に努める。 にしながら，日々実 るため，継続した活 ていきたい。

活動計画 活動計画の実施状況 践を重ねている。話 動 を 実 施 し て ほ し
し合い活動や表現活 い。 ○人権教育で学んだ

①生徒の実態に即した学習主題を設定 ①各教科における人権教育年間計画を作成し， 動を多く取り入るこ ことの実践化のた
し ,個別的な視点と普遍的な視点の双 授業や学校生活の中で人権教育の推進を図っ とで，生徒が主体的 めに，生徒の実態
方を加味した学習を組み立てていく。 た。 に学習に取り組める に合わせ，学習形
また ,“あわ”人権学習ハンドブック ・“あわ”人権学習ハンドブックや「わたし ような授業形態を工 態をさらに工夫し
の活用に努める。 の願い」を活用し，普遍的な視点と個別的 夫している。体験的 て い く 必 要 が あ

な視点を結び合わせながら，各学年で共通 参加型学習は，生徒 る。教師自身も研
②生徒一人一人を生かし，大切にする の内容の学習を進めていった。１年生は「災 が積極的に学んでい 修を重ね，人権感
学級づくりを推進する。その中で， 害時における人権問題」，２，３年生は「同 くために効果的であ 覚を磨いていきた
いじめは，人権にかかわる重大な問 和問題」を中心に学習を進め，思いを伝え った。 い。
題であり，絶対に許されない行為で 合うなかで人権問題を解決しようとする意 市人権大会に向け
あることを徹底して指導する。また， 欲を高めることができた。 て人権学習を重ねて ○インターネット
よりよい人間関係を築き，コミュニ ②人間関係を築く能力やコミュニケーション能 いくなかで，生徒た による人権侵害の
ケーション能力を育成するために， 力，他の人の立場に立って考えられるような ちは自分の生き方を 加害者にも被害者
体験的参加型学習を多く取り入れる。 想像力を培うために，また学んだことの態度 みつめ，主体的に学 にもならないため

化・行動化につなげるために，生徒の実態を んでいこうとする意 に，さらに学習を
③人権委員会の活性化を図り，生徒が 把握するともに授業形態も工夫した。 欲を高めることがで 深めていく必要性
主体的に学んでいこうとする意欲や ・学期に１回は生活アンケートを行い，生徒 きた。 を感じている。
態度を育成する。 一人一人や学級・学年・学校の実態を把握 インターネットと

することに役立てていった。情報モラルに 人権侵害について学 ○中高の連携をさら
④ＰＴＡ人権教育推進委員会の活動の 関するアンケートも行い，インターネット ぶことで，加害者に に図りながら，合
活性化を図る。保護者の意見を取り による人権侵害を未然に防ぐための授業を も被害者にもならな 同で学んでいく機
入れながら人権教育を充実させてい 行った。 いために，さらに学 会を増やしていき
く。 ・スクールカウンセラーによる人間関係づく んでいきたいという たい。

りのワークショップを実施し，協力しなが 意欲を持つことがで
ら生徒の指導に生かしている。 きたようだ。 ○ＰＴＡ人権教育講

・生徒が主体的に参加し，体験することで人 さらに，学習した 演会など，さらに
権感覚を身につけることができるよう，体 ことがらが態度化・ 保護者との連携を
験的参加型学習を多く取り入れた。 行動化につなげられ とりながら，人権

・識字学級訪問（2年生 8月） るような工夫をして 教育を推進する必
・弘瀬喜代さんによる講演（2，3年生 10月） いく必要がある。そ 要がある。

③人権委員会の活性化を図った。 のために，教職員の
・校内人権問題意見発表会を実施（6月） 研修を充実させると
・月１回「人権の日」を設け，中高合同で様 ともに，生徒の校外

々な人権問題について考える時間を持って での研修や外部講師
いる。校内放送でも，学んだことや自分た による学習も積極的

ちの思いを全校生徒に向けて発表した。 に取り入れていきた
④ＰＴＡ人権教育講演会 い。

・堀内佳さんによる講演（10月） 中高合同で行って
「いま・しあわせに生きるために・・・」 いる「人権の日」の

校内放送は，視野を
広め考えを深めるた

めに役立っている。
さらに，高校生と共

に学んでいく機会を

設けていきたい。



平成２８年度 徳島県立川島中学校 学校評価についての総括評価表（６）

重点課題 重点目標 評価指標と活動計画 評 価 学校関係者の意見 次年度への課題

評価指標 評価指標による達成度 総合評価 ○忌部の郷めぐりや海 ○学校行事や生徒会

洋センターでの自然 活動，学級活動の

(6) 心身ともに健康な生 ①学校行事，生徒会活 ①学校行事（体育的活動）に積極的 ①アンケート結果 （評定） 体験活動，藍染め体 目的を再度見直

徒を育てる特別活動 動を通じて生徒の自 に参加するとともに，生徒の自主 生徒 94 ％が学校行事に積極的に参加している 験など特色ある学校 し，さらに充実し

の充実 主性の育成に努める。 的な活動をすすめる。 と回答。保護者 93 ％が学校行事が適切に行わ 行事に取り組み，生 た学校生活を生徒

れていると回答。 A 徒９４％，保護者９ が送れるよう不断

②３年間を見通した学級活動（体験 ３％が高く評価して の改善を図ってい

②ホームルーム活動(学 活動）の充実を図る。積極的に部 ②アンケート結果 いる。「第九」演奏 きたい。

級活動)や部活動のよ 活動への参加を促す。 生徒 95 ％，保護者 92 ％が，体験学習は豊か 会や部活動にも時間

り一層の充実と活性 な心を育むために役立っていると回答。また， （所見） を効果的に活用し成

化を図る。 部活動に参加している生徒の 88％，保護者 88 学級や学校の一員 果を上げている。

％が，部活動に積極 的に参加していると回 として，周囲との望

答。 ましい人間関係を形

成し，よりよい生活 ○授業へのしわ寄せに

づくりを参画し，諸 なり，生徒や教師の

問題を解決しようと 負 担 に な っ て い る

する自主的，実践的 「第九」合唱の見直

な態度や健全な生活 し。県立中学校教育

態度を育てることが の目標と合致してい

できた。 ないと考える。参加

することは否定して

活動計画 活動計画の実施状況 いません。

①目的や運営のあり方を見直し，生 ①学校行事

徒の実態に応じて学校行事をより 入学式 ４月 ○中高一貫校のメリッ

充実したものにする。 忌部の郷めぐり ４月 トの一つに，中学校

ＹＭＣＡ（１年） ６月 と高等学校で部活を

②各生徒会専門委員会の意義や役割 藍染め体験（２年） ８月 通して交流ができる

を周知し，生徒の自主的な活動を 体育祭，文化祭 ９月 ことを生かして，積

すすめるため，生徒会活動の活性 修学旅行（３年） 10月 極的に部活動に参加

化を図る。 するように促す。

②専門委員会

③学校生活や学級における身近な課 専門委員会を実施し，呼びかけや活動につい

題をもとに話し合い，自主的･実践 て，中学生集会で全校に周知徹底した。

的に学級の合意が図れるよう指導

する。 ③特別活動の各領域を通じて，望ましい人間関

係を形成し，集団や社会の一員としてよりよ

い学習生活づくりに参画しようとする態度を

育てることができた。また，生徒が学校や学

級への所属感や連帯感を深め，協力して諸問

題を解決し，よりよい学校，学校生活を築こ

うとする自主的，実践的な態度を育てること

ができた。



平成２８年度 徳島県立川島中学校 学校評価についての総括評価表（７）

重点課題 重点目標 評価指標と活動計画 評 価 学校関係者の意見 次年度への課題

評価指標 評価指標による達成度 総合評価 ○電気使用量のグラフ ○電気使用量の掲示

化や節水状況の調査 や清掃時の音楽な

(7) 環境教育及び国際理 ①新学校版環境ＩＳＯ ①新学校版環境ＩＳＯ認証校として， ①アンケート結果 （評定） など，実践的な環境 ど，今年始めたこ

解教育の推進 に取り組むなど環境 清掃や美化活動に積極的に参加 ・「新学校版環境ＩＳＯ認証校として，清掃 教育に取り組んでい とを継続しながら

保全活動に努める。 するとともに ,「ゴミの分別・節電･ や美化活動に積極的に参加するとともに ,ゴミ B る。国際交流は，自 も，生徒が「新学

節水等に努めている」と回答する の分別・節電･ 節水等に努めている」と回 分たちの文化を発信 校版環境ＩＳＯ」

生徒の割合，８０％以上をめざす。 答する生徒の割合は７４％で、昨年よりも７ する力やコミュニケ についての理解を

また，電気，水道の使用量につい ポイント高くなった。しかし，電気，水道の ーション能力を年間 深め，行動に移せ

ては，前年度より増えないように 使用量とも，猛暑や漏水のため，昨年度より 計画で育成してほし るように，環境委

する。 増えた。 （所見） い。台湾の生徒たち 員会を中心に，活

「清掃や美化活動 との手紙の交換は素 動内容の工夫をさ

に積極的に参加する 晴らしい。 らに図りたい。

②国際性を高めるため ②海外語学研修現地校の来校に向け， とともに，ゴミの分

め積極的に国際交流 自他の文化への理解を深めるなど， 別・節電･節水等に

を図る。 生徒が積極的に交流できるように ②国際交流 努めている。」と答 ○語学向上を目的とし

適切な指導と準備と行う。 ・語学研修の現地校の生徒と教員が来校。85 えた生徒は，目標値 た交流を実施してほ

％の生徒が国際的視野を広げるのに役立っ に は 達 し な か っ た しい。 ○国際交流の充実を

たと回答している。 が、昨年度より７ポ 図ることは，日本

イント上がった。 に生きる自分の立

○国際的に地球温暖化 ち位置を知ること

国際理解教育にお が問題になっていま でもあるので，「交

いて，「世界の中の す。温暖化防止対策 流会」ではなく「知

日本」「日本との文 はすぐに取り組める る」活動をどのよ

活動計画 活動計画の実施状況 化や考え方の相違」 ものもあれば，時間 うに取り入れてい

を知ることで，自分 がかかるものもあり くのかが課題であ

①新学校版環境ＩＳＯ認証校として， ①環境委員会 の行動について考え ます。身の回りで取 る。

清掃活動やリサイクル活動の充実 ・節電・節水状況を調査，記録した。 を 深 め る 機 会 と し り組みできることか

を図るとともに，専門委員会活動 ・電気使用量をグラフ化し，廊下に掲示し た。 ら実践してほしい。

の中で自主的な活動を行う。 た。

・電気，水道の使用量のグラフやポ ・文化祭の際，ゴミが分別できるようにゴ

スターを掲示し，意識の高揚を図 ミ箱を製作し，設置した。

る。 ・ポスターを作成し節水・節電を呼びかけ

・各クラスのエコ係をおき，節電に た。

努める。 ・各クラスのエコ係が，教室の冷暖房や電

・各クラスに古紙回収ＢＯＸを配置 気の管理を行った。

する。 ・裏面利用できる紙は分別し，再利用を行

った。

・清掃時間に音楽をかけ，楽しく活動でき

るようにした。

②国際交流

海外語学研修現地校の生徒との交 ②国際交流

流学習を充実させるための事前学 ・全学年または各学年単位で国際理解につ

習を計画的に行う。 いての授業を行い，自分とは異なる文化

や地域への興味・関心を高める機会とな

った。

・台湾から修学旅行生と言語交流を行い，

今回の交流がきっかけとなり，１年生は

手紙の交換を継続させている。



平成２８年度 徳島県立川島中学校 学校評価についての総括評価表（８）

重点課題 重点目標 評価指標と活動計画 評 価 学校関係者の意見 次年度への課題

(8) 開かれた学校づくり 評価指標 評価指標による達成度 総合評価 ○中高一貫教育見学会 ○数値目標は高いと

と安全教育の推進 ①地域貢献活動等などの や入学者募集説明会 ころで達成できて

活性化や，ホームぺー ①参観日や学校行事等，保護者が学 ①アンケート結果 （評定） の参加者が増加した いるものの ,いず
ジ等を活用した広報活 校に来る機会をできるだけ多く設 生徒 81 ％，保護者 92 ％が，「参観日や学校 ことは，日頃の取組 れも ,昨年度に比
動の充実を図り，家庭 けるとともに，「参観日や学校公開 公開の日など，保護者が学校に来る機会が多 に対して評価をいた べて数ポイントず

や地域の連携を深める の日など，保護者が学校に来る機 くある。」と回答している。 B だいている結果であ つ減少している。

とともに，外部評価結 会が多くある」と思う生徒及び保 ②アンケート結果 る。薬物乱用防止教 本校の特色ある教

果を活かす取り組みの 護者の割合，80％以上をめざす。 保護者 82 ％が，「ホームページやメール配信 室や AED 講習会な 育をさらに進めて

推進。 ②ホームページやメール配信により は，学校の様子を知る上で役立っている。」 ど 外 部 講 師 を 活 用 いかなければなら

②地域と連携した安全･防 学校の様子を伝える。「ホームペー と回答している。 （所見） し，安全教育を継続 ない。

災教育の積極的な推進 ジやメール配信は，学校の様子を ③生徒の取組状況はおおむね良好であり，積極 評価指標①②とも することは大切であ ○ホームページの更

に努める。 知る上で役立っている」と思う保 的に活動することができた。 に目標値は達成でき る。 新をもっと早くす

護者の割合，80％以上をめざす。 たが，「参観日や学校 るために ,教師全
③防災避難訓練に真剣に取り組んで 公開の日など ,保護者 員が更新に関われ

いる生徒の割合，80 ％以上を目ざ が学校に来る機会が ○保護者が学校行事を るように教師のス

す。 活動計画の実施状況 多くある。」は 5 ポイ 見学できる機会を， キルをさらに高め

ント｣,「ホームページ これからも設けてほ たい。

①授業参観３回 ,参加率 69％程度 やメール配信は ,学校 しい。ホームページ ○本校の伝統であ

活動計画 中高一貫教育見学会 （７月） 参加者 134名 の様子を知る上で役 での積極的な情報発 る保護者の参観日

とくしま教育の日（11月）学年部会（５月） 立っている。」は 3 ポ 信をしてほしい。 の出席率の高さを

①保護者や地域に開かれた学校づく 高校説明会 ３学年対象（７月） イント減の保護者の 維 持 し て い く た

りとして，授業参観，学年部会， 高校説明会 ２学年対象（10月） 回答となっている。 め ,教師がさらに
中高一貫教育懇談会等を開催する。 ②外部講師を招いての主な授業 授業参観の参加率 ○ホームページの充実 魅力ある授業を展

薬物乱用防止教室 全学年 4月(2名) は昨年度に比べ 10 ポ を図り，本校のいい 開していかなけれ

携帯電話安全教室 全学年 4月(1名) イントと大幅に減少 ところを発信するこ ばならない。

②専門的な知識や技能を有する地域 AED 講習会 全学年 5月(5名) した , これは昨年度１ とが大切である。ま

の方を招聘しての学びの機会をさ 人間関係ｰｸｼｮｯﾌﾟ 1年 6月 2年 2月(1名) 年生の参加率が非常 た，他の中学にはで

らに増やすことにより，多様な学 災害について考えよう 1年 7月(1名) に高かかった反動が きない本校ならでは

習活動の充実と地域の方の本校教 防災ワークショップ 1年 7月(1名) 大きいが ,全体的に参 の取組をアピールす

育への理解を深める。 防災講演会 1年 10月(1名) 加者が減少傾向にあ る。

先輩から学ぶ 2 年 10 月(8 名) る。
人権問題講演会 2･3年 10月(1名) 中高一貫教育見学会

③本校の特色を地域に理解してもら 思春期学習講座 3年 11月 (2名) の参加者は昨年に比
うため，パンフレットなどを作成 教えて先輩教えて先生 3年 2月 (約 50名) べて 29名増となった，
し，近隣小学校に配布するととも 第九合唱練習 7月～ 1月 計 8回(13名) 入学者募集説明会の
に，小学校保護者を対象とした説 他 参加者も 6 名増であ
明会を実施する。また，ホームペ ③ﾊﾟﾝﾌﾚｯﾄを作成し ,近隣の小学校に配布すると った。これは昨年度

ージも充実する。 ともに，訪問説明会を 19 校で実施した｡また, の参加者が例年に比
ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞの更新や ,ﾒｰﾙ配信を随時行うことに べて少なかったから

より ,学校の様子を保護者に伝えた。 である。

④小学 6 年生とその保護者を対象と ④ 10 月に実施 ,参加者 102 名｡その時に企画広報
した入学者募集説明会を実施する。 委員会で作成した広報誌｢絆｣も配布した。

⑤防災避難訓練にあたっての事前， ⑤中高合同の避難訓練（２回）や J ｱﾗｰﾄ訓練な 本校の防災学習や避 ○防災学習をカリキ

事後指導の徹底をはかり ,総合的な ど，生徒は積極的に参加し ,学年単位で防災 難訓練には保護者の ュラムの中に適切

学習の時間で防災を扱う。 に関する授業を行った｡防災講演会などの活 ９１％から肯定的な に位置づけ，より

動を通して ,全校生徒 , 保護者の防災･減災へ 評価を得ている。 効果的な学習が行

の意識の向上を図った。 われるよう工夫し

⑥防災クラブの活動の活性化を図る ⑥校舎避難経路の危険箇所の確認，防災講演会 ていきたい。

ための取り組みを行う。 や防災研修会，地域防災訓練等に参加した。


